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『
百
練
抄
』
は
、
全
篇
十
七
巻
か
ら
な
る
編
年
体
の
歴
史
書
で
あ
る
。
巻
初
の
一
巻
か
ら
三
巻
ま
で
は
散
逸
し
て
お
り
、
現
存
す
る
四
巻
か
ら
十
七
巻
に
は
冷
泉
天
皇
の
安
和
元
年
（
九
六
八
）
か
ら
亀
山
天
皇
即
位
の
正
元
元
年
（
’
二
五
九
）
に
至
る
一
一
九
二
年
間
の
記
事
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
編
者
と
成
立
年
は
共
に
不
明
で
あ
る
。
『
百
練
抄
』
の
名
は
、
白
居
易
の
『
白
氏
文
集
』
『
新
楽
府
’
百
練
鏡
』
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
平
安
時
代
に
は
、
『
新
楽
府
』
巻
三
、
四
が
特
に
（１）
愛
好
さ
れ
、
広
く
流
布
し
た
。
『
百
棟
抄
』
に
は
、
建
保
六
年
六
月
一
二
日
条
に
『
白
氏
文
集
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
於二禁裏一有二白氏文集論義壬六番云々。
また、『百練抄』は江戸時代以来、『百錬（錬）抄』と書き慣ら
さ
れ
て
き
た
が
、
太
田
晶
二
郎
氏
に
よ
っ
て
、
古
く
は
「
百
棟
」
が
通
行
し
て
お
り
、
正
確
に
は
『
百
練
抄
』
と
書
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
（２）
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
も
「
百
練
抄
』
と
い
う
名
称
を
用
い
る
。
法
政
史
学
第
四
十
六
号
〈研究ノート〉
は
じ
め
に
『
百
練
抄
』
の
性
格
と
編
者
に
つ
い
て
さ
て
、
『
百
練
抄
』
の
研
究
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
益
田
宗
氏
や
平
田
俊
春
氏
の
次
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。
益
田
氏
は
、
『
百
練
抄
』
に
つ
い
て
、
編
者
未
詳
、
亀
山
天
皇
の
在
位
中
（正元元年〈’’’五九〉ｌ文永十一年〈’二七四〉）の成立と推
定
で
き
る
と
し
、
記
事
を
編
修
す
る
際
に
は
多
く
の
貴
族
の
日
記
が
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
痕
跡
が
あ
り
、
末
尾
の
部
分
に
は
、
編
者
自
身
の
日
記
を
利
用
（３）
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
平
田
俊
春
氏
は
、
『
百
練
抄
』
の
成
立
時
期
を
文
永
十
一
年（’’’七四）以後、嘉元二年（’’’’○四）よりもかなり以前、
お
そ
ら
く
後
宇
多
天
皇
の
時
代
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
編
纂
の
材
料
と
し
て
、
平
安
時
代
の
部
分
は
『
本
朝
世
紀
』
か
ら
の
抄
出
を
主
として、それに『小右記』『春記』『士右記』『或記』『台記』『外
記日記』など、それに『但記』『大記』『永昌記』の勧修寺流三代
の
日
記
な
ど
か
ら
の
若
干
の
書
き
入
れ
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
平
親
範
の
『
親
範
記
』
を
間
に
は
さ
ん
で
鎌
倉
時
代
の
部
分
に
は
『
吉
記
』
『
自
暦
記
』
「
吉
黄
記
』
、
そ
れ
に
吉
田
資
通
、
あ
る
い
は
高
経
ら
、
や
は
り
動
修
寺
森
万
数
子
’五○
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『
百
練
抄
』
の
性
格
と
編
者
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
と
し
て
、
記
事
の
年
間
記
載
日
数
、
干
支
の
有
無
な
ど
外
観
上
の
特
徴
を
比
較
、
検
討
す
る
。
現
存
す
る
『
百
練
抄
』
の
第
四
巻
か
ら
第
十
七
巻
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
安
和
元
年
（
九
六
八
）
か
ら
正
元
元
年
（
一
一
一
五
九
）
ま
で
の
二
九
二
年
間
の
出
来
事
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
の
記
載
記
事
の
総
件
数
は
、
月
日
では五二八一件、特定の日付のない件数は一○○件、合計五一一一八
（５）
｜
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
改
行
（
刊
本
で
は
「
」
」
で
表
さ
れ
て
い
る
）
に
よ
る
記
事
も
一
件
と
す
る
と
五
○
九
件
増
え
、
延
べ
件
数
は
五
八
九
○件となる。一一九一一年間のうち、万寿二年（一○二五）を除けば
（６）
毎
年
何
ら
か
の
記
事
が
←
の
る
。
毎
年
の
件
数
は
末
尾
に
載
せ
た
表
５
の
通
り
である。
こ
の
表
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
年
間
の
記
述
件
数
は
、
第
七
巻
の
後
半
、
二
条
天
皇
紀
か
ら
次
第
に
増
大
流
吉
田
家
の
流
れ
を
く
む
日
記
類
が
使
わ
れ
て
い
る
、
と
し
た
う
え
で
、
な
お
今
後
の
考
究
を
期
す
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
編
者
を
吉
田
俊
定
あ
る
（４）
いは万里小路一曰’一房あたりと考えておられる。
鎌
倉
幕
府
側
か
ら
の
歴
史
書
で
あ
る
『
吾
妻
鏡
』
に
対
し
て
、
『
百
棟
抄
』
は
朝
廷
側
か
ら
の
歴
史
書
と
し
て
、
様
々
な
研
究
に
、
あ
る
部
分
は
唯
一
の
史
料
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
ま
た
活
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
『
百
棟
抄
』
の
内
容
や
文
型
、
各
巻
ご
と
の
特
徴
や
前
後
巻
と
の
つ
な
が
り
、
あ
る
い
は
編
纂
史
料
と
の
関
係
な
ど
を
検
討
し
、
前
述
の
よ
う
な
説
を
考
慮
し
な
が
ら
、
『
百
練
抄
』
の
性
格
と
編
者
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
二
『
百
練
抄
』
の
外
観
上
の
特
徴
『百練抄』の性格と編者について（森）
し
、
後
嵯
峨
天
皇
践
詐
の
前
年
、
仁
治
二
年
（
’
二
四
一
）
ま
で
続
い
て
い
る
。
同
天
皇
践
詐
の
仁
治
三
年
か
ら
は
さ
ら
に
増
え
、
こ
の
傾
向
は
同
天
皇
在
位
中
続
き
、
そ
の
後
の
後
深
草
天
皇
紀
に
な
る
と
半
減
す
る
。
こ
の
よ
う
な
増
減
の
原
因
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
単
な
る
意
味
の
な
い
偶
然
で
あ
る
か
、
編
者
の
興
味
や
嗜
好
の
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
編
纂
が
複
数
の
編
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
、
｜
人
の
編
者
に
よ
る
異
な
っ
た
時
期
の
編
纂
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
編
纂
材
料
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
か
。
記
事
の
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
さ
て
、
年
間
記
載
件
数
は
天
皇
紀
に
よ
り
、
ま
た
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
、
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
外
観
上
の
相
違
が
あ
げ
ら
れ
る
。
各
天
皇
紀
の
記
事
の
区
切
り
は
、
後
堀
何
．
四
条
を
除
い
て
は
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
始
め
は
践
詐
の
翌
年
、
即
位
に
よ
る
改
元
の
年
の
年
（７）
初
か
ら
で
あ
り
、
終
り
は
譲
位
の
年
の
末
ま
で
で
あ
る
。
改
一
元
年
の
年
頭
に
新
天
皇
の
抄
記
を
載
せ
、
そ
の
後
に
在
位
中
の
記
事
を
続
け
て
い
る
。
｜
巻
が
一
天
皇
紀
か
ら
な
る
場
合
も
複
数
の
天
皇
紀
か
ら
な
る
場
合
も
、
こ
の
記
事
の
区
切
り
方
は
同
じ
で
あ
る
。
抄
記
は
、
即
位
前
抄
記
・
皇
代
抄
記
・
大
嘗
会
前
抄
記
・
大
嘗
会
及
御
元
服
前
抄
記
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
の
抄
記
に
も
父
母
・
践
昨
（
受
禅
）
・
即
位
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
。
大
部
分
の
天
皇
紀
の
記
事
の
区
切
り
方
と
異
な
る
第
十
三
巻
後
堀
河
天
皇
紀
は
、
そ
の
譲
位
に
よ
っ
て
終
り
、
第
十
四
巻
四
条
天
皇
紀
は
践
詐
の
前
日
で
終
っ
て
い
る
。
続
く
第
十
五
巻
は
後
嵯
峨
天
皇
の
践
詐
か
ら
記
事
が
始
一
五
一
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表 年干支表 次
に
、
各
年
・
日
付
の
後
に
書
か
れ
る
干
支
に
つ
い
て
み
る
と
、
や
は
り
部
分
的
に
書
き
方
が
違
っ
て
い
る
。
ま
ず
元
号
年
の
後
に
く
る
干
支
は
、
基
本
的
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
例
外
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
（８）
＋まっている。
各
紀
の
区
切
り
方
を
六
国
史
以
後
の
歴
史
書
で
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
践
詐
、
あ
る
い
は
譲
位
の
時
点
を
各
紀
の
区
切
り
と
す
る
方
法
は
、
『
日
本
紀
略
」
『
扶
桑
略
記
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
編
纂
の
方
法
で
あ
る
。
『
百
棟
抄
』
で
は
こ
の
区
切
り
方
が
第
十
三
・
十
四
・
十
五
巻
の
み
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
○六国
史
以
後
の
他
の
歴
史
書
『
日
本
紀
略
』
『
扶
桑
略
記
』
『
本
朝
世
紀
』
『
帝
王
編
年
記
』
と
『
吾
妻
鏡
』
な
ど
に
は
元
号
年
の
後
に
は
干
支
が
は
い
っ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
み
る
と
、
他
の
歴
史
書
に
較
べ
て
『
百
練
抄
』
巻
法
政
史
学
第
四
十
六
号
天皇－
１
１
し
年
iil
表２ 年日干支有無表『
百
練
抄
』
で
は
、
第
四
巻
か
ら
第
九
巻
ま
で
と
、
第
十
一
、
十
三
巻
に
は
干
支
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
除
く
第
十
巻
以
後
で
は
、
干
支
が
記
さ
れ
て
い
る
日
が
大
部
分
で
あ
る
（
表
３
）
。
巻
毎
に
日
干
支
を
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
は
特
異
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
日
付
に
続
い
て
く
る
干
支
は
、
『
日
本
紀
略
』
『
本
朝
世
紀
』
『
吾
妻
鏡
』
で
は
、
稀
に
抜
け
て
い
る
こ
と
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
全
て
は
い
っ
て
い
る
。
『
扶
桑
略
記
』
で
は
、
干
支
の
は
い
っ
て
い
る
日
と
な
い
日
が
混
在
し
ている（表２）。
五
十九八五四
同同士安高後同 花
御徳倉三条山
門条
天
皇
寛
和
二
年
丙
戌
永
延
元
年
丁
亥
長
徳
四
年
戊
戌
延
久
元
年
乙
酉
嘉
応
元
年
乙
丑
養
和
元
年
辛
丑
正
治
元
年
己
未
同
二
年
庚
申
元
久
元
年
甲
子
即
位
改
元
年
即
位
改
元
年
即
位
改
元
年
即
位
改
元
年
即
位
改
元
年
摘
要
日
本
紀
略
扶
桑
略
記
本
朝
世
紀
帝
王
編
年
記
吾
妻
鏡
百
練
抄
書
名
×○○○○○
年
干
支
（基本
的に）
△○×○△○
た
ま
に
ぬ
け
て
い
る
有
無
混
合
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
な
い
。
性
格
違
う
せ
い
も
あ
る
奇
、
、
力
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ほ
と
ん
ど
ぬ
け
は
な
巳ｌｏ
Ｉ
ｖ基本的にはないが、
年
に
よ
っ
て
は
は
い
っ
ている。
日
干
支
（基本的に）
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｢百練抄」巻による日干支の有無表表３日干支無表表４ 第
十
巻
天
暦
元
年
（
二
八
四
）
正
月
一
日
辛
卯
か
ら
建
久
九
年
（
’
一九八）十一月十八日までの全巻に干支が記入されている。例外
は、次の表の他に関東に関するもの四件、寺社など三件の合計十
二件である（表４）。
’
'１薑
『百練抄』の性格と編者について（森）
○○○○×○×○
内
容
建久年間の賀茂祭、吉田経房に関する記事については、後の章
で他との関連をみながら内容を検討する。
第十二巻建暦元年（’二一一）正月一日から承久一一一年（’一一
一一一）十二月二十七日までの全十一年間のうち、承久元年正月か
ら同三年十二月二十七日までの承久三年間には干支が書かれてい
る。第十四巻貞永元年（’一一一一一一一）十月二十七日から仁治一一一年
（’二四二）正月十九日までの全巻には、基本的に干支が記入さ
れている。
第十五巻全体の約八分の一には干支が記されていない。寛元
元年（一二四一一一）七月五日より八月十五日の間は連続して干支が
記入されていないが、その他は平均的に干支のない日が散在して
いる。記事の内容も天皇・中宮・女院。関白・寺社など、表面的
には際立った特定の主題はみられない。
第十六巻基本的には全巻に干支は記されているが、宝治元年
（一二四七）五月・六月・七月の一一一カ月間に集中して干支のない
日が続いている。その記事の内容は、吉田経俊が係わる熊野新宮
遷宮に関するものが主である。同年八月八日と二十八日にも、先
頭記事ではなく同日二番目の記事として経俊に関する記載があ
る。いずれも熊野新宮遷宮に関するものであり、干支は先頭記事
に伴って記入されていると考えられる。すなわち、この両日の経
俊の記事も先の干支のない五月からの一連のものとしてよいと思
われる。第十六巻に含まれる吉田経俊の記事は以上が全てであ
り
、
あ
た
か
も
後
か
ら
意
図
的
に
付
け
加
え
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
う
五
十十十十十十十十四七六五四三二_’
九
巻
×
ＸＸＸ × ×
承
久
元
～
三
年
に
は
有
全
体
の
約
八
分
の
一
は
無く、有と混在。
宝
治
元
年
五
・
六
・
七
月
に
無
し
が
集
中
。
無
が
所
々
に
混
在
。
日
干
支
の
有
無
建
久
四
年
八
月
四
日
建
久
五
年
四
月
十
八
日
建
久
七
年
四
月
十
四
日
建
久
九
年
四
月
十
八
日
同
年
十
一
月
十
八
日
日
干
支
の
な
い
月
日
吉田経一房
賀
茂
祭
賀
茂
祭
賀
茂
祭
吉田経一房
内
容
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け
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
後
章
で
検
討
す
る
。
第
十
七
巻
は
、
干
支
の
な
い
日
が
散
在
し
、
記
事
の
内
容
は
、
上
皇
・
中
宮
の
富
小
路
殿
・
北
山
第
へ
の
行
幸
、
勧
修
寺
八
講
や
吉
田
経
俊
な
ど
、
勧
修
寺
流
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
以
上
み
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
『
百
練
抄
』
は
巻
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
日
数
が
大
き
く
異
な
る
。
特
に
後
嵯
峨
天
皇
紀
は
最
も
多
く
、
そ
の
後
の
後
深
草
天
皇
期
に
移
る
と
半
減
し
て
い
る
。
各
天
皇
紀
の
区
切
り
は
、
第
十
三
巻
後
堀
河
天
皇
紀
と
第
十
四
巻
四
条
天
皇
紀
の
み
が
、
六
国
史
以
後
の
他
の
歴
史
書
と
同
じ
様
式
、
す
な
わ
ち
、
践
昨
、
あ
る
い
は
譲
位
の
時
点
を
そ
の
紀
の
終
り
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
干
支
に
関
し
て
は
、
年
の
後
に
書
か
れ
た
干
支
は
、
二
九
二
年
中
わ
ず
か
九
件
の
み
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
年
の
後
に
干
支
は
書
か
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
く
、
他
の
歴
史
書
と
大
き
な
違
い
を
み
せ
て
い
る
。
日
付
に
続
い
て
書
か
れ
る
干
支
は
、
第
九
巻
ま
で
と
第
十
一
・
十
三
巻
に
は
一
切
は
い
っ
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
第
十
巻
以
後
に
は
干
支
は
基
本
的
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
干
支
の
な
い
日
が
散
在
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
た
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
あ
る
特
定
の
主
題
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
あ
た
か
も
後
か
ら
つ
け
加
え
ら
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
『
百
練
抄
』
全
体
を
通
し
て
み
た
時
、
各
巻
の
外
観
的
な
差
異
は
顕
著
で
あ
り
、
『
百
練
抄
』
が
一
人
の
編
者
に
よ
っ
て
短
期
間
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
編
者
に
よ
る
か
、
｜
人
の
編
者
が
異
な
っ
た
時
期
に
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
法
政
史
学
第
四
十
六
号
そ
れ
で
は
『
百
棟
抄
』
は
ど
の
よ
う
な
編
者
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
平
田
俊
春
氏
が
編
者
に
近
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
勧
修
寺
流
吉
田
家
の
人
々
と
『
百
練
抄
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
初
め
に
、
勧
修
寺
流
と
賀
茂
祭
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
賀
茂
祭
は
『
百
練
抄
』
全
篇
に
わ
た
っ
て
記
載
の
あ
る
行
事
の
一
つ
で
ある。賀茂
祭
に
関
す
る
記
事
は
、
長
元
一
一
一
年
、
長
久
二
年
、
承
保
三
年
、
永
久
四
年
、
保
延
六
年
、
久
安
六
年
、
久
寿
二
年
、
保
元
三
年
の
各
年
に
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
内
容
は
、
賀
茂
祭
に
際
し
て
の
衣
裳
過
差
禁
制
や
従
者
数
に
関
す
る
事
件
や
闘
乱
な
ど
、
賀
茂
祭
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
け
で
ある。仁安一一一年（’’六八）四月十八日条では、皇后宮便吉田経一房・
近
衛
使
藤
原
修
範
の
名
が
は
い
り
、
朧
の
人
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
平
田
氏
は
、
こ
こ
に
経
房
の
名
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
「
『
百
練
抄
』
の
編
者
が
仁
安
こ
ろ
か
ら
『
吉
記
』
を
引
抄
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
的
に
示
し
た
も
の
で
（９）
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
文
と
同
じ
よ
う
に
安
元
一
元
年
二
一
七
五
）
四
月
日
条
に
も
中
宮
使
少
進
信
広
の
名
を
あ
げ
て
「
袷
将
曹
之
条
希
代
之
事
」
と
あ
る
。
経
房
は
信
広
と
同
じ
よ
う
に
、
将
曹
を
袷
う
こ
と
が
希
代
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
使
と
し
て
そ
の
名
を
記
さ
れ
、
朧
の
詳
細
ま
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
天
暦
元
年
、
文
治
元
年
、
同
三
年
、
建
久
元
年
、
同
四
年
に
あ
る
賀
茂
祭
の
記
事
も
、
行
事
の
単
純
な
報
告
的
な
も
の
か
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
こ
と
で
三
『
百
練
抄
』
の
編
者
に
つ
い
て
一五四
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ある。建久
六
年
四
月
十
七
日
条
は
、
関
白
の
賀
茂
詣
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
前
後
、
建
久
五
、
七
、
九
年
の
賀
茂
祭
の
記
事
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
日
付
の
後
に
干
支
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
賀
茂
祭
の
記
事
に
は
、
使
・朧などの名がはいり、特に建久五年四月十八日条では、行列の
内
容
を
過
去
の
例
な
ど
も
引
用
し
な
が
ら
詳
述
し
て
い
る
。
建
久
七
年
四
月
十
四
日
条
で
は
、
典
侍
と
そ
の
名
が
初
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。
典
侍
は
藤
原
光
雅
女
光
子
で
あ
る
。
建
久
九
年
四
月
十
八
日
条
も
、
皇
后
宮
便
と
近
衛
便
の名、及び朧の名まで記されている。仁安三年、安元元年の例と
同
じ
よ
う
に
近
衛
便
左
少
将
雅
親
が
「
被
し
聴
二
禁
色
一
父
為
二
納
言
一
其
例
稀
也
」
と
稀
な
例
に
よ
り
記
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
雅
親
は
ま
た
後
述
す
る
後
嵯
峨
天
皇
の
外
曽
祖
父
、
土
御
門
通
親
の
甥
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
に
こ
こ
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
建
久
五
、
七
、
九
年
の
賀
茂
祭
の
記
事
の
中
に
は
、
五
年
に
葉
室
大
納
言
入
道
光
頼
男
、
宗
頼
の
名
が
、
七
年
に
は
同
孫
、
宗
方
と
光
雅
女
の
名
が
み
ら
れ
る
。
建
久
九
年
十
一
月
十
八
日
条
に
は
新
大
納
言
経
房
の
拝
賀
儀
が
先
例
二
例
の
折
中
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
例
中
の
一
つ
は
、
葉
室
入
道
大
納
言
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
＋
｜
月
十
八
日
条
も
日
付
の
後
に
干
支
が
な
い
条
の
一
つ
で
あ
る
。
経
房
が
氏
長
者
以
後
初
人
寺
し
た
建
久
四
年
八
月
四
日
条
に
も
干
支
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
第
十
巻
中
で
日
付
後
に
干
支
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
関
東
に
関
す
る
も
の
四
件
、
寺
社
な
ど
三
件
、
経
一
房
一
一
件
、
賀
茂
祭
三
件
で
あ
り
、
経
房
や
賀
茂
祭
の
記
事
は
、
そ
の
前
後
の
記
事
に
較
べ
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
も
の
に
後
か
ら
あ
る
意
図
『
百
練
抄
』
の
性
格
と
編
者
に
つ
い
て
（
森
）
を
も
っ
て
つ
け
加
え
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
八
月
四
日
条
は
、
経
房
の
氏
長
者
と
し
て
の
行
動
を
記
す
た
め
に
『百練抄』に加えられた、と一一一一口えよう。しかし、建久五、七年の
賀
茂
祭
や
同
九
年
十
一
月
十
八
日
条
か
ら
は
、
平
田
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
な
勧
修
寺
流
吉
田
家
の
優
位
よ
り
も
む
し
ろ
葉
室
家
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
建
保
元
年
四
月
十
四
日
条
は
、
中
宮
便
・
近
衛
使
・
典
侍
の
名
が
は
い
り
、
ま
た
朧
の
名
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
参
内
儀
・
出
立
所
儀
に
み
え
る
の
は
吉
田
家
、
葉
室
家
両
方
の
人
名
で
あ
る
。
典
侍
が
入
道
参
議
定
経
卿
女
（
経
房
孫
）
で
あ
り
、
同
時
に
按
察
使
光
親
卿
（
光
頼
孫
）
室
で
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
両
家
は
こ
の
時
点
で
は
並
び
立
っ
て
い
る
と
言
え
よ
・つｏこ
の
後
、
賀
茂
祭
は
建
保
四
年
（
’
二
一
六
）
四
月
十
四
日
以
降
、
第
十
七
巻
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
四
月
一
一
十
四
日
ま
で
の
問
に
十
八
回
の
記
載
が
あ
る
。
寛
元
三
年
、
宝
治
元
年
、
正
嘉
二
年
に
つ
い
て
は
、
朧
の
名
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
年
は
賀
茂
祭
に
ま
つ
わ
る
上
皇
な
ど
の
記
事
も
あ
る
が
、
毎
年
「
賀
茂
祭
也
、
近
衛
使
何
某
」
と
ほ
ぼ
同
じ
文
体
が
使
わ
れている。
寛元三年四月一一十一日条は、
近
衛
使
右
少
将
公
寛
春
宮
使
蔵
人
左
衛
門
権
佐
兼
大
進
経
俊
龍殿下左府生久員
有
同
右
府
生
頼
峯
中宮便頭右中弁兼亮時盲同朝臣
と
あ
り
、
吉
田
経
俊
の
み
が
朧
の
明
細
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
吉
一五五
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田
経
房
が
仁
安
三
年
四
月
十
八
日
の
賀
茂
祭
で
皇
后
宮
便
を
務
め
た
時
の
官
位
が
、
「
皇
后
宮
便
蔵
人
左
衛
門
権
佐
兼
大
進
経
一
房
」
と
経
俊
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
経
房
の
ほ
う
は
「
雛
二
五
位
一
給
二
将
曹
一
之
条
希
代
也
」
と
小
書
が
あ
り
、
両
者
の
対
比
か
、
あ
る
い
は
経
俊
が
曽
祖
父
と
同
じ
官
位
で
春
宮
便
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
箙
ま
で
記
し
た
の
か
も
知
れ
な
い。宝治元年四月十四日条では、近衛便左中将隆兼朝臣と朧の名が
記
さ
れ
て
い
る
。
正
嘉
二
年
四
月
十
八
日
条
で
は
、
「
左
近
中
将
具
忠
朝
臣
為
し
便
」
と
「
中
宮
使
亮
高
経
朝
臣
」
の
両
者
に
対
す
る
熊
の
名
が
あ
る
。
前
者
は
土
御
門
通
親
の
孫
で
あ
り
、
後
者
は
経
房
の
ひ
孫
で
あ
る
。
以
上
、
賀
茂
祭
と
勧
修
寺
流
と
の
係
わ
り
を
み
て
き
た
が
、
安
元
元
年
ま
で
は
「
希
代
事
」
が
あ
る
場
合
、
賀
茂
祭
の
便
に
対
し
て
職
な
ど
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
（
第
八
巻
ま
で
）
。
建
久
五
年
以
降
、
建
保
元
年
（
第
十
巻
か
ら
第
十
二
巻
）
ま
で
は
、
賀
茂
祭
の
記
事
の
う
ち
、
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
他
の
日
と
異
な
り
日
付
の
後
に
干
支
が
な
い
、
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
、
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
賀
茂
祭
の
詳
細
が
記
さ
れ
た
も
の
に
は
、
吉
田
家
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
葉
室
家
の
人
々
が
多
く
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
、
寛
元
三
年
（
第
十
五
巻
）
以
降
は
、
賀
茂
祭
が
記
さ
れ
て
い
る
年
数
が
多
い
割
に
は
全
体
と
し
て
日
報
的
な
操
返
し
が
多
く
、
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
年
は
わ
ず
か
三
年
と
少
な
い
。
そ
れ
に
登
場
す
る
の
は
、
吉
田
経
俊
・
高
経
兄
弟
、
源
具
忠
、
四
条
隆
兼
で
あ
る
。
第
十
五
巻
以
降
は
、
葉
室
家
よ
り
吉
田
家
の
人
々
に
関
す
る
特
記
が
多
い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
賀
茂
祭
に
関
し
て
、
源
雅
親
・
具
忠
と
土
御
門
通
法
政
史
学
第
四
十
六
号
親
の
関
係
者
も
そ
の
詳
細
部
分
に
現
わ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
第
十
六
巻
中
で
干
支
の
記
入
の
な
い
日
は
、
宝
治
元
年
（
’
二
四
七
）
五
月
、
六
月
、
七
月
の
三
ヵ
月
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
こ
こ
で
さ
ら
に
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
記
事
の
内
容
は
、
主
と
し
て
吉
田
経
俊
が
後
嵯
峨
上
皇
の
院
司
と
し
て
熊
野
新
宮
遷
宮
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
。
第
十
六
巻
に
含
ま
れ
る
吉
田
経
俊
の
記
事
は
こ
れ
ら
が
全
て
で
あ
る
。
平
田
氏
は
「
と
く
に
経
俊
の
こ
と
が
（旧）
特筆されている」と一一一一口われるが、そうとは一一一一口い難い。なぜなら
ば
、
「
宝
治
元
年
十
一
一
月
、
右
少
弁
と
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
三
事
兼
帯
の
栄
（Ⅱ）
職
を
に
な
っ
た
」
時
の
｝
」
と
は
、
た
だ
「
十
一
一
月
八
日
丁
亥
、
京
官
除
目
也
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
釈
然
と
し
な
い
。
第
十
六
巻
で
「
京
官
除
目
」
の
記
載
の
あ
る
の
は
、
建
長二年（’’’五○）十一一月一一十四日、同三年十一一月二十一一日、同
四
年
十
一
一
月
四
日
、
同
五
年
十
二
月
五
日
条
で
あ
り
、
宝
治
元
年
の
「
京
官
除
目
」
の
記
載
は
経
俊
に
関
し
て
特
別
の
意
味
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
次
に
経
俊
の
名
が
現
わ
れ
る
の
は
、
七
年
後
の
第
十
七
巻
建
長
六
年
（
’
二
五
四
）
正
月
二
十
六
日
条
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
十
六
巻
に
関
し
て
は
、
土
台
と
し
て
あ
っ
た
も
の
に
熊
野
新
宮
遷
宮
に
関
す
る
吉
田
経
俊
の
記
事
が
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
氏
の
結
束
を
示
す
勧
修
寺
八
識
の
記
事
を
拾
い
だ
し
て
勧
修
寺
流
の
中
に
お
け
る
吉
田
家
の
存
在
を
検
討
し
て
み
た
い
。
勧
修
寺
八
講
は
、
八
月
の
初
め
に
開
か
れ
る
が
、
こ
れ
が
初
め
て
『
百
棟
抄
』
に
現
わ
れ
る
の
は
建
久
四
年
八
月
四
日
条
で
あ
る
。 一
五
六
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四
日
、
民
部
卿
経
房
、
氏
長
者
以
後
初
人
寺
、
盧
従
人
左
大
弁
宰
相
定
長
、
権
右
中
弁
定
経
朝
臣
、
蔵
人
左
京
権
大
夫
光
綱
、
蔵
人
右
衛
門
権
佐
長
一
房
、
勘
解
由
次
官
清
長
、
前
駈
六
人
、
共
侍
舟
余
輩
、
右
佐
随
兵
二騎、
こ
の
条
文
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
前
後
の
条
文
と
異
な
り
、
日
付
後
に
干
支
の
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
吉
田
家
が
か
ら
む
後
か
ら
の
挿
入
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
後
、
勧
修
寺
八
讃
に
関
す
る
条
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
正
治
元
年
八
月
）
四
日
、
大
納
言
経
房
、
ｌ
後
初
人
寺
、
属
従
人
新
宰
相
定
経
、
宮
内
少
輔
能
元
同
車
、
右
中
弁
長
一
房
朝
臣
、
蔵
人
勘
解
由
次
官
清
長
、
左
衛
門
権
佐
光
親
、
参
河
守
資
経
八
人
、
後
騎
左
兵
衛
尉
重
継
、
共
侍
三
十
二
人
、
左
佐
随
兵
三
騎
、
（
仁
治
二
年
）
八
月
四
日
己
未
、
勧
修
寺
八
講
結
願
也
、
頭
左
中
井
定
嗣
朝
臣
人
寺
、
丹
波
守
高
雅
屋
従
、
侍
十
人
、
所
衆
六
人
、
瀧
口
七
人
召具云々、
（
建
長
七
年
）
八
月
一
日
乙
丑
、
勧
修
寺
八
講
初
日
也
、
大
理
顯
朝
卿
入寺令レ具二一員（
（
康
元
元
年
）
八
月
一
日
、
勧
修
寺
八
講
初
日
也
、
氏
長
者
後
民
部
卿
忠高、始入寺、勘解由次官高俊一一千石高朝雇従、舸樒一「仏
（
正
嘉
元
年
）
八
月
一
日
、
時
々
雨
降
、
勧
修
寺
御
八
講
初
日
也
、
頭
左
大
弁
経
俊
朝
臣
人
寺
、
儀
先
御
蔵
小
舎
人
石
、
弁
侍
左
、
二
行
、
次
官
掌
二
行
、
次
車
、
次
蔵
人
所
左
、
瀧
口
右
、
二
行
、
次
侍
十
人
也
、
平
田
氏
は
、
勧
修
寺
流
の
主
流
と
し
て
、
経
房
・
定
経
・
資
経
と
続
く
吉
田
家
を
重
視
さ
れ
て
い
る
が
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
み
て
き
た
よ
う
に
『百練抄』の性格と編者について（森）
氏
の
結
束
を
示
す
勧
修
寺
八
講
の
記
事
の
な
か
に
一
貫
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
長
一
房
・
定
高
・
忠
高
・
高
俊
の
流
れ
で
あ
る
。
康
元
元
年
、
正
嘉
元
年
の
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
後
の
条
に
は
干
支
が
あ
る
の
に
こ
の
日
に
は
干
支
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
正
嘉
元
年
の
条
は
、
吉
田
家
の
儀
式
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
後
の
つ
け
た
し
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
経
俊
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
熊
野
新
宮
遷
宮
に
係
わ
る
一
定
期
間
、
集
中
的
に
そ
の
記
事
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
同
様
に
挿
入
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
こ
と
は
、
正
嘉
二
年
十
一
月
一
日
条
の
経
俊
が
奉
行
し
た
任
大
臣
節
会
や
、
同
年
十
一
月
四
日
条
の
経
俊
の
直
衣
始
の
記
事
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
よ
う
。
確
か
に
『
百
練
抄
』
に
は
吉
田
家
に
関
す
る
記
事
が
作
為
的
に
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
。
が
し
か
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
『
百
棟
抄
』
は
吉
田
家
の
人
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
、
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あろう。
さ
て
、
「
百
練
抄
』
に
は
全
巻
に
わ
た
っ
て
死
亡
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
分
析
を
通
し
て
編
者
の
地
位
や
立
場
を
考
察
し
て
み
た
い。死
亡
記
事
は
、
第
十
四
巻
ま
で
は
上
皇
・
天
皇
・
皇
后
・
女
院
・
法
親
王
な
ど
皇
族
関
係
の
も
の
、
正
二
位
以
上
の
も
の
、
関
東
関
係
、
僧
、
往
生
者
、
事
故
に
よ
る
も
の
、
あ
る
い
は
記
事
の
前
後
関
係
で
そ
の
死
亡
に
言
及
さ
れ
た
も
の
、
な
ど
に
区
分
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
（
承
久
二
年
）
九
月
二
十
八
日
甲
寅
、
民
部
卿
入
道
親
範
卿
覺
、
年
八
十四、
一五七
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憲光竃憲光房隆方
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六
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大
蔵
卿
殿
高藤ｌ定方ｌ朝頼ｌ為輔ｌ官一孝ｌ隆光ｌ隆方ｌ為房
顕
能
１
重
方
ｌ
能
頼
Ｉ
光
時
顕
長 顕頼
雷
６
定
経
女
一一 定女光為経資高経定兼経
Ｆ１可、-1-F引定女忠女女資高経為一盲壜醗f'i三ｌＲｉ苣旱プ高一宣経経俊経経経俊房世継定長藤任
’Ｆｌｒ＋，
藤隆定経為為房長房守俊方
兼
隆 長定資親
兼房頼俊
典lliL喜上ム朝朝~要雫㈱
頼
親
定
嗣
は、『尊卑分脈」によると、贈左大臣正一位となってい
る。これをとると前述の区分では、「正一一位以上のもの」
に含まれる。また、八十四歳で蔓じたことを考慮すれば、
「往生者」に含めてもよいことになろう。
ところが、第十五巻後嵯峨天皇紀からは、前述の区分に
はあてはまらない例が多くみられる。「正一一位以上のも
の」に含まれない人々、すなわち、「正三位以下」の人々
の死亡が多く記載されているのである。例をあげると、三
位にはまず、
長
房
（寛一兀一元年正月）十六日癸巳、海性山民部卿入道入滅
年七十四、
（寛一兀四年十月）七日壬辰、前浜棚櫛経費卿葵、
（建長一一一年七月）十五日、入道太宰大敵資経、自二去春
比一病悩、遂以莞、雄卑七土、臨終為二正念「
（同三年八月十日）戊戌、（中略）前参議入道長朝卿莞、
などがある。長房は、定高の父であり、勧修寺八讃でもみ
たとおりである。経賢（本名Ｉ兼）は、資経の弟である。
為経（正二位）は、資経の子であり、定高の女婿でもある
が、康元元年六月九日条で「戊辰、入道中納言為経卿襲四
十七、」とその死が記されている。
以上の三人は勧修寺流である。
長朝は、三条長兼男である。長兼の日記『長兼卿記』
は、第十一巻土御門天皇紀の中で抄引されているが、これ
は『百棟抄』で具体的に日記名が記されている最後のもの
一五八
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である。
四
位
以
下
の
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
典
薬
頭
基
成
朝
臣
（
和
気
、
正
四
位
上
）
、
陰
陽
権
助
兼
権
天
文
博
士
季
尚
朝
臣
（
安
倍
、
正
四
位
下
）
、
陰
陽
頭
安
倍
忠
尚
（
正
四
位
下
）
、
左
大
史
小
槻
季
継
宿
祢
（
正
五
位
）
、
典
薬
頭
清
成
朝
臣
（
不
明
）
、
中
将
氏
道
朝
臣
（
不
明
）
、
刑
部
大
輔
知
仲
（
源
、
従
五
位
上
）
、
内
匠
頭
知
成
朝
臣
（
和
気
、
正
四
位
下
）
、
天
文
博
士
安
倍
家
氏
（
正
四
位
下
）
、
大
夫
史
小
槻
淳
方
（
宿
詐
）
、
賀
茂
神
主
久
継
、
大
判
事
中
原
章
行
（
不
明
）
、
少
将
源
師
行
朝
臣
（
不
明
）
、
直
講
清
原
隆
尚
（不明）
こ
れ
ら
の
官
名
の
ほ
と
ん
ど
は
明
法
家
で
あ
る
。
中
原
章
行
（
不
明
）
は
、
後
嵯
峨
上
皇
に
よ
っ
て
補
さ
れ
た
文
殿
衆
十
名
の
う
ち
の
一
人
で
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
が
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
な
ぜ
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
第
十
四
巻
ま
で
の
原
則
か
ら
は
ず
れ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
第
十
五
、
十
六
、
十
七
巻
の
基
礎
材
料
と
な
っ
た
書
物
の
著
者
、
そ
し
て
そ
れ
を
と
り
あ
げ
た
『
百
練
抄
』
の
編
者
の
位
階
が
こ
れ
に
近
い
四
位
、
五
位
あ
た
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
『
百
練
抄
』
の
編
者
の
位
階
が
四
位
、
五
位
あ
た
り
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
官
職
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
推
測
す
る
た
め
、
飛
躍
的
に
年
間
の
記
載
日
数
が
増
え
る
第
十
五
巻
以
降
と
、
そ
れ
ま
で
の
比
較
的
記
載
日
数
の
少
な
い
第
十
四
巻
と
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。
第
十
四
巻
で
は
、
平
野
・
春
日
・
賀
茂
・
稲
荷
・
杜
本
・
当
宗
・
梅
宮
・
園
弁
韓
神
祭
や
、
伊
勢
・
宇
佐
・
熊
野
・
平
野
社
・
大
嘗
会
な
ど
の
神
事
、
『百練抄』の性格と編者について（森）
小
朝
拝
・
即
位
・
諒
闇
儀
な
ど
の
公
事
、
天
皇
・
公
卿
な
ど
の
動
向
、
勘
間
・
勘
申
、
御
卜
、
相
論
・
訴
訟
・
群
議
な
ど
、
第
十
三
巻
ま
で
と
分
類
的
に
は
同
様
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
巻
の
特
徴
は
、
あ
る
行
事
を
行
っ
た
り
、
行
わ
な
か
っ
た
り
と
何
か
を
決
定
す
る
際
に
、
諸
道
勘
申
し
た
り
、
何
時
の
例
で
あ
る
と
具
体
的
に
前
例
を
あ
げ
る
な
ど
、
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の
過
程
や
根
拠
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
（
貞
永
元
年
十
一
月
）
十
九
日
己
丑
、
五
節
舞
姫
参
入
、
御
即
位
以
前
五
節
、
安
和
、
保
元
等
例
也
、
永
観
、
寿
永
被
し
止
し
之
云
々
、
（天福元年四月）廿一一一日Ｔ酉、賀茂祭也、上皇召一一摂政車一御
見
物
、
御
同
車
也
、
保
延
二
年
例
云
々
、
（
同
年
十
一
月
）
七
日
丁
未
、
故
女
院
御
忌
日
也
、
佃
不
レ
被
し
立
二
春
日祭使一依二応徳例一当日不し被し立者、
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
先
例
に
の
っ
と
ら
な
い
時
や
軌
範
に
あ
わ
な
い
と
感
じ
られた場合には、
（
天
福
元
年
六
月
）
十
六
日
己
丑
、
（
中
略
）
大
嘗
会
以
前
僧
事
宣
下
如何、
（文暦元年七月）十八日乙卯、今日、院御所酎繊駒潤上棟也、
前相国以二土佐国一被二造営「御不予之間不レ被し憧二比事一如
何、（
嘉
禎
元
年
）
四
月
三
日
乙
丑
、
故
摂
政
凶
礼
也
、
祭
以
前
有
二
比
事
一
先
例
如
何
、
とか、文暦元年九月十日条では「無一一先規一事也」と記している。
さ
ら
に
は
、
「
世
以
驚
レ
目
」
「
末
代
之
法
也
」
「
其
例
希
云
々
」
「
先
例
希
一五九
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云
々
」
「
希
代
例
也
」
「
希
代
事
也
」
「
未
曽
有
事
也
」
と
事
実
を
述
べ
る
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
事
あ
る
ご
と
に
感
想
を
記
し
て
い
る
。
嘉禎元年十二月一一十四日条では、「依三春日御賢木著。御宇縣一
京
官
除
目
定
考
今
年
不
し
被
レ
行
、
尤
不
快
也
」
と
官
人
と
し
て
の
感
情
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
。
延応元年二月一一十一一日の後鳥羽法皇崩御の報には「去承久三年
已後及二十九年一天下貴賎誰不一一傷哀一哉」と感傷的に記している。
ま
た
、
こ
の
巻
で
は
最
勝
王
経
・
孔
雀
経
・
愛
染
王
経
。
｜
切
経
・
五
壇
法
・
大
般
若
経
・
如
法
経
・
七
仙
薬
師
法
な
ど
、
具
体
的
な
経
名
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
維
摩
会
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
だ
け
で
、
最
勝
会
や
季
御
読
経
な
ど
仏
事
に
つ
い
て
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
十
四
巻
は
「
上
卿
の
指
揮
の
も
と
で
朝
儀
・
公
事
を
（旧）
奉
行
し
、
そ
の
記
録
に
あ
た
り
、
先
例
を
調
査
上
申
」
す
る
立
場
に
あ
る
外
記
が
、
あ
る
い
は
か
っ
て
外
記
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
者
が
、
外
記
の
業
務
に
対
し
て
、
自
分
の
意
見
や
感
想
を
述
べ
て
い
る
、
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
公
的
な
立
場
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
個
人
的
な
日
記
の
形
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
十
五
巻
以
降
の
後
嵯
峨
・
後
深
草
天
皇
紀
に
な
る
と
、
第
十
四
巻
と
同
様
に
外
記
の
業
務
に
対
す
る
記
述
が
主
で
あ
る
が
、
内
容
は
批
判
的
な
記
述
や
感
想
が
次
第
に
な
く
な
り
、
業
務
に
対
す
る
公
的
な
日
報
、
あ
る
い
は
事
務
的
と
も
言
え
る
書
き
方
に
変
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
深
草
天
皇
紀
に
な
る
と
、
後
嵯
峨
天
皇
紀
で
は
記
載
に
バ
ラ
つ
き
の
あ
っ
た
正
月
一
日
の
行
事
、
賀
茂
祭
、
除
目
、
五
節
舞
姫
な
ど
年
中
行
事
的
な
記
載
は
定
期
的
に
現
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
文
型
も
定
型
化
し
て
い
る
。
法
政
史
学
第
四
十
六
号
正
月
一
日
の
例
を
あ
げ
る
と
、
宝
治
元
年
正
月
一
日
乙
卯
、
摂
政
家
拝
礼
也
、
又
院
井
中
宮
拝
礼
也
、
小朝拝節会如レ恒、
宝
治
二
年
正
月
一
日
庚
戌
、
四
方
拝
、
小
朝
拝
、
節
会
、
院
摂
政
家
拝
礼等如レ常、
な
ど
、
後
深
草
天
皇
紀
十
三
年
間
の
う
ち
十
二
年
に
記
載
が
あ
る
。
最
も
年
間
記
載
日
数
の
多
い
後
嵯
峨
天
皇
紀
で
も
、
正
月
一
日
の
行
事
は
毎
年
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
除
目
は
、
建
長
元
年
ま
で
は
県
召
除
目
、
京
官
除
目
が
年
に
よ
っ
て
片
方
だ
け
の
記
載
で
あ
っ
た
り
、
両
方
で
あ
っ
た
り
と
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
、
建
長
二
年
以
降
、
正
嘉
元
年
ま
で
は
両
方
の
除
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
第
十
七
巻
に
な
る
と
、
毎
回
執
筆
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
行
事
の
執
行
者
、
あ
る
い
は
担
当
者
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
第
十
七
巻
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
奉
幣
使
や
祭
使
の
氏
名
、
内
弁
を
勤
め
た
者
、
五
節
舞
姫
の
割
当
、
そ
れ
ま
で
件
名
だ
け
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
軒
廊
御
卜
も
、
件
名
と
そ
れ
を
行
っ
た
公
卿
名
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
第
十
六
巻
の
建
長
年
間
に
現
わ
れ
だ
し
た
の
だ
が
、
第
十
七
巻
で
は
確
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
十
七
巻
で
は
、
文
末
に
「
云
々
」
と
書
か
れ
て
い
る
記
事
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
上
皇
に
関
し
て
四
件
、
園
城
寺
二
件
、
事
件
な
ど
三
件
、
合
計
九
件
の
み
で
あ
る
。
第
十
六
巻
ま
で
「
云
々
」
は
様
々
な
場
合
に
使
わ
れ
て
い
る
。
「
云
々
」
が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
第
十
七
巻
の
特
徴
で
あ
る
。
益
田
氏
が
、
『
百
棟
抄
』
末
尾
の
部
分
に
は
、
編
者
自
身
の
日
記
を
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
あ
る
、
と
述
べ
て
お
ら
一・六○
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れ
る
ゆ
え
ん
の
一
つ
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
第
十
五
巻
以
降
の
記
事
が
、
日
記
的
な
書
き
方
よ
り
、
公
的
日
報
の
よ
う
な
傾
向
を
示
す
例
と
し
て
、
順
徳
院
崩
御
の
記
事
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
嵯
峨
天
皇
紀
の
仁
治
三
年
十
月
七
日
条
の
同
院
崩
御
の
報
に
際
し
、
先
の
後
鳥
羽
法
皇
の
時
の
よ
う
に
感
傷
的
で
は
な
く
、
「
佐
渡
院
去月十二日於二彼国一崩御之由披露云々、御年四十六、大礼之問、
人々成二不審一難し然遠所御事、先例公家無二被し行事一之由、沙汰切
云
々
」
と
極
め
て
事
務
的
に
記
し
て
い
る
。
第
十
四
巻
の
後
鳥
羽
法
皇
崩
御
を
伝
え
る
記
事
に
は
、
昔
を
知
る
高
齢
の
編
者
の
哀
感
が
読
み
と
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
事
実
だ
け
を
伝
え
る
編
者
の
客
観
性
が
感
じ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る。結
論
と
し
て
、
第
十
四
巻
か
ら
第
十
七
巻
ま
で
の
史
料
と
し
て
、
外
記
あ
る
い
は
外
記
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
者
が
記
し
た
記
録
が
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。
第
十
四
巻
は
、
朝
儀
・
公
事
に
関
し
て
先
例
を
引
い
た
り
、
あ
る
い
は
先
例
の
無
い
こ
と
を
指
摘
し
た
り
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
私
日
記
の
よ
う
に
個
人
の
意
見
や
感
想
を
自
由
に
述
べ
て
い
る
。
第
十
五
巻
以
降
に
な
る
と
、
朝
儀
・
公
事
に
つ
い
て
定
型
的
な
文
体
で
、
も
っ
ぱ
ら
事
実
の
み
を
記
録
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
行
事
に
関
係
し
た
貴
族
や
担
当
官
人
の
名
前
の
列
挙
も
多
く
、
外
記
局
の
日
報
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
第
十
四
巻
以
降
は
巻
に
よ
っ
て
視
点
は
異
な
る
が
外
記
あ
る
い
は
外
記
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
者
の
手
で
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
『
百
練
抄
』
の
性
格
と
編
者
に
つ
い
て
（
森
）
前
章
で
は
、
『
百
棟
抄
』
の
編
者
を
考
察
す
る
た
め
に
第
十
四
巻
か
ら
第
十
七
巻
ま
で
の
特
徴
を
挙
げ
て
み
た
が
、
こ
こ
で
は
『
百
棟
抄
』
の
平
安
時
代
に
あ
た
る
部
分
の
編
纂
の
材
料
を
比
較
、
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
第
四
、
五
巻
の
中
で
『
或
記
』
と
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
『
百
棟
抄
』
に
は
日
記
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
日
記
に
同
様
の
、
あ
る
い
は類似の記事がみいだされる例を挙げる（傍点筆者、以下同様）。
『
百
練
抄
』
で
は
『
或
記
』
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
材
料
が
わ
か
っ
て
い
る
例
を
挙
げ
る
。
『百練抄』
『小右記』
（
寛
弘
二
年
十
一
月
）
廿
（
寛
弘
二
年
十
二
月
）
十
日
、
甲
申
、
頭
七
日
、
遷
．
幸
東
三
条
院
「
中
将
示
送
云
、
神
鏡
昨
奉
移
、
但
開
旧
御
或記云、十二月九日、韓横、将奉納新辛憤之間、忽然有如
奉
レ
移
二
神
鏡
於
東
三
条
日
光
昭
耀
、
内
侍
・
女
官
等
同
見
、
神
験
院
一
開
二
旧
韓
積
「
将
猶
新
、
最
是
足
恐
驚
者
レ奉レ納二新調韓積一之
間、忽然有下如二日光一
照
濯
』
内
侍
女
宮
等
同
見
、
神
験
猶
新
＆
最
是
足二恐驚一之、
『百練抄』
『、氷昌記』
（
天
永
元
年
）
四
月
廿
一
（天永元年一一一月）四日壬寅院尊勝
日
、
仰
二
諸
道
一
進
二
勘
文
一
院
羅
尼
供
養
、
（
中
略
）
事
未
終
参
御
鳥
四
『
百
練
抄
』
編
纂
の
材
料
’一ハ一
Hosei University Repository
こ
の
よ
う
に
『
或
記
』
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
も
、
『
小
右
記
』
や
『
永
昌
記
』
と
い
っ
た
具
体
的
な
日
記
名
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
寛
弘
二
年
十
一
月
二
十
七
日
条
は
、
少
な
く
と
も
実
資
と
頭
中
将
源
頼
定
、
内
侍
、
女
官
な
ど
が
同
じ
こ
と
を
見
、
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
『
或
記
』
や
『
小
右
記
」
以
外
の
記
録
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
一
方
、
天
永
元
年
四
月
二
十
一
日
条
の
内
容
は
、
記
者
の
感
想
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
『
或
記
』
は
『
永
昌
記
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
条
は
、
『
永
昌
記
』
か
ら
の
採
用
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
百
練
抄
』
に
は
日
記
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
他
の
日
記
の
中
に
『
百
練
抄
』
と
同
様
の
、
あ
る
い
は
類
似
の
記
事
が
み
い
だ
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
『
小
右
記
』
『
水
左
記
』
『
永
昌
記
』
か
ら
、
そ
の
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
比
較
し
て
み
る
。
『百練抄』
（寛和）元年二月十一一一
日
、
太
上
皇
幸
二
雲
林
院
辺
一
子
日
野
遊
、
左
右
大
臣
已
下
陪
従
、
京
洛
野
辺
見物車如レ雲、
或
記
云
、
三
月
五
日
雪
下
、
寒
気
甚
、
苛
政
甚
之
故也、 法政
史
学
第
四
十
六
号
『小右記』
（寛和元年二月）十一一一日、戊子、已
時
許
参
院
、
今
日
御
子
日
也
、
御
々
車
令
向
紫
野
給
、
左
右
丞
相
・
大
納
言
為
光
・
朝
光
大
将
、
（
中
略
）
公
卿
皆
騎
馬
、
着
直
衣
・
下
重
、
以
桜
拍
挿
、
左
大
臣
追
候
野
口
、
太
上
皇
於
野
口
乗
御
々
馬
、
右
衛
門
尉
惟
風
・
左
馬
允
親
平
等
為
御
馬
朧
、
殿
羽
、
依
陀
羅
尼
供
養
事
也
、
自
暁
雪
降
、
積
庭
陸
寸
、
辺
山
過
尺
、
寒
気
如
冬
、
後
漢
之
末
盛
夏
有
寒
、
非
時
殺
人
、
苛
政
之
甚也、
（
嘉
承
元
年
）
十
二
月
廿
四
日
、
公
家
供
。
養
園
城
寺
金
剛
頂
院
「
（
承
暦
四
年
）
閏
八
月
五
日
、
諸
卿
定
。
申
高
麗
国
王
申
医
師
事
一
以
二
権
左
中弁匡一房朝臣｛可し令
し書二宰府返牒｛云々
（
同
）
五
月
廿
一
日
、
信
濃国所し献之白雄、候二
蔵
人
所
一
之
間
一
足
折
、
放二北山一畢、
（
寛
和
元
年
）
三
月
廿
六
日、上皇御．覧臨時祭一
公卿侯二御車辺「
（
同
二
年
）
五
月
三
日
、
上
侍
臣
皆
悉
布
衣
、
京
路
野
辺
見
物
車
如
竈「（同年三月）廿六日、庚午、降雨、
（
中
略
）
依
請
院
可
御
覧
臨
時
祭
之
由
有
其
告
、
佃
馳
参
、
於
後
院
御
門
御
覧
也
、
源大納一一一一口・左右大将・藤中納言・左
衛
門
督
両
三
位
参
入
、
候
御
車
辺
、
還
御
之
後
、
於
院
公
卿
有
酒
事
、
（
同
年
五
月
）
廿
一
日
、
乙
丑
、
剋
限
参
内
、
入
夜
参
院
、
候
宿
、
被
放
信
濃
国
之
所
献
白
唯
於
北
野
奥
山
、
以
右
近
将
曹
秦
興
蔚
、
看
督
使
布
勢
信
茂
等
被
遣
放
、
『水左記』
（
承
暦
四
年
閏
八
月
）
五
日
甲
子
自
夜
雨
下
、
朝
間
如
沃
、
午
剋
以
後
快
晴
、
已
剋
許
令
申
博
陸
云
、
今
日
高
麗
国
申
医
師
亭
可
令
定
申
也
、
而
右
大
臣
内
大
臣
共
称
有檸不被参、（後略）
『永昌記』
（
嘉
承
元
年
十
二
月
）
廿
五
日
壬
午
天
晴
（
中
略
）
比
日
公
家
被
供
養
薗
城
寺
内
金剛頂院、偏被追羅喉院供養例也、
（後略）
（
同
一
一
年
五
月
）
三
日
戊
干
天
晴
、
今
一一ハーー
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以
上
、
こ
こ
ま
で
『
百
練
抄
』
の
編
者
、
『
百
練
抄
』
の
性
格
と
編
纂
材
料
、
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
最
後
に
『
百
棟
抄
』
の
編
纂
時
期
に
っ
今
年
朔
旦
冬
至
相
。
当
日
日
御
物
忌
、
奏
文
書
等
、
次
参
殿
下
祗
候
蝕
一
可
し
勘
。
申
准
拠
例
一
御
前
、
已
及
二
時
、
執
申
条
々
事
、
次
参
之由、被し仰二諸道一
左
府
、
宣
下
来
十
一
月
朔
旦
冬
至
相
当
日
蝕
、
仰
紀
伝
、
明
経
、
明
法
、
算
、
陰
。
。
。
・
・
。
（
マ
マ
）
陽
、
天
文
、
暦
道
等
、
及
太
宰
権
師
、
大
江
朝
臣
宜
勘
申
准
拠
例
者
、
又
大
法
師
深
算申、（後略）
以
上
、
第
四
・
五
巻
の
記
事
の
一
部
を
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
平
田
氏
は
「
こ
の
よ
う
に
『
百
棟
抄
』
の
根
幹
が
『
外
記
日
記
』
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
の
ち
花
山
、
｜
条
、
三
条
、
後
一
条
の
各
天
皇
記
に
つ
い
て
も
同
様
に
（旧）
論
証
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
花
山
天
皇
紀
の
寛
和
一
兀
年
の
記
事
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
小
右
記
』
に
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
朱
雀
天
皇
紀
の
長
久
元
年
十
二
月
四
日
条
に
、
外記記云、十月廿一一日、左大臣室従一一位源朝臣供。養三井寺
堂行堂一云々、但不レ見二諸家記一可し勘し之、
と
あ
る
よ
う
に
、
『
外
記
日
記
』
も
他
の
日
記
類
も
併
せ
て
、
そ
の
中
か
ら
記
事
を
採
録
し
て
い
っ
た
と
み
る
ほ
う
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
『
日
本
紀
略
』
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
『
百
練
抄
』
成
立
の
基
礎
と
し
て
『
外
記
日
記
』
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
（Ｍ）
が、〈「亡心れてならないのは、その他多くの記録の存在であろう。
五
「
百
練
抄
』
の
編
纂
時
期
ｌ
む
す
び
に
か
え
て
Ｉ
『百練抄』の性格と編者について（森）
い
て
検
討
し
、
結
び
と
し
た
い
。
ま
ず
、
記
事
の
中
心
と
な
る
事
柄
を
巻
ご
と
に
比
較
、
検
討
し
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
十
巻
で
は
元
暦
元
、
文
治
元
、
二
年
頃
の
部
分
は
、
武
士
に
関
す
る
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、
神
仏
行
事
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
も
細
か
く
記
し
て
い
る
。
官
庁
内
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
状
況
を
感
情
を
交
え
ず
に
簡
潔
な
文
章
で
記
述
し
て
い
る
。
簡
潔
な
文
章
と
い
う
点
で
は
、
第
十
七
巻
に
通
じ
る
が
、
第
十
七
巻
に
み
ら
れ
る
官
庁
の
内
か
ら
だ
け
の
視
点
で
見
、
記
述
す
る
と
い
う
視
点
の
低
さ
や
狭
さ
は
な
い
。
視
野
の
広
さ
や
深
さ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
第
十
一
巻
で
は
、
上
皇
や
寺
社
の
記
事
は
多
い
が
、
官
人
の
活
動
や
氏
名
の
記
述
は
な
い
。
第
十
二
巻
で
は
、
上
皇
・
天
皇
の
記
事
は
多
い
が
藤
原
氏
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
巻
に
よ
っ
て
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
年
間
記
載
件
数
の
多
少
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
記
事
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
十
五
巻
以
降
、
年
間
の
件
数
が
多
い
巻
で
は
、
外
記
の
業
務
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
な
り
、
｜
つ
一
つ
の
行
事
や
儀
式
に
つ
い
て
も
そ
の
手
順
や
役
割
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
巻
に
よ
っ
て
視
点
や
関
心
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
『
百
練
抄
』
が
『
外
記
日
記
』
の
み
を
主
材
料
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
他
の
公
記
録
や
公
家
の
日
記
な
ど
を
使
っ
て
、
複
数
の
人
の
手
で
編
纂
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
す
で
に
編
者
の
官
職
が
外
記
、
あ
る
い
は
外
記
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
述
べ
た
が
、
年
齢
的
な
幅
や
視
点
の
相
違
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
作
業
が
可
能
な
複
数
の
人
々
が
い
る
所
と
し
て
外
記
局
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
『
百
棟
抄
』
は
外
記
局
の
宮
人
達
に
よ
っ
て
編
纂
一一ハーーー
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さ
れ
た
、
と
考
え
る
。
ま
た
、
『
百
練
抄
』
の
編
修
は
、
文
型
や
そ
の
他
の
外
観
上
の
相
違
か
ら
考
え
る
と
、
巻
ご
と
に
手
分
け
し
て
作
業
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
、
各
人
が
何
年
分
か
を
分
担
し
、
後
に
巻
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
編
纂
の
時
期
は
前
後
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
第
十
巻
あ
た
り
を
境
と
し
て
、
後
半
は
後
嵯
峨
院
政
期
、
前
半
を
そ
の
後
の
一
二
七
○
年
以
後
と
考
え
る
。
前
半
・
後
半
の
文
型
や
各
天
皇
紀
の
記
事
の
中
心
と
な
る
事
柄
が
異
な
る
、
と
い
う
以
外
に
次
の
こ
と
を
検
討
し
て
み
る
。
『
百
棟
抄
』
の
編
纂
時
期
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
全
巻
を
通
じ
て
記
載
の
あ
る
「
正
二
位
以
上
」
の
死
亡
記
事
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
天
皇
関
係
者
と
並
ん
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
人
々
は
、
主
と
し
て
摂
政
経
験
者
で
あ
る
。
反
対
に
摂
政
経
験
者
で
あ
り
な
が
ら
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
達
も
い
る
。
藤
原
師
家
と
九
条
兼
実
で
あ
る
。
両
者
の
摂
政
・
氏
長
者
停
止
の
後
、
そ
れ
に
代
っ
た
の
は
い
ず
れ
も
藤
原
基
通
で
あ
る
。
師
家
のその後の消息は、貞永元年（’二一一一一一）九月六日条に「前摂政
師
家
、
於
一
天
王
寺
一
出
家
」
と
そ
の
結
末
が
示
さ
れ
て
い
る
。
停
止
か
ら
約
五十年後である。
し
か
し
、
兼
実
の
場
合
は
、
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
十
一
月
二
十
五
日
条
で
関
白
・
氏
長
者
停
止
を
記
さ
れ
て
い
る
の
を
最
後
に
、
後
の
消
息
は
一
切
記
載
が
な
い
。
兼
実
が
土
御
門
通
親
の
政
敵
で
あ
り
、
何
ら
か
の
理
由
で
政
治
の
表
舞
台
か
ら
消
え
た
こ
と
と
考
え
あ
わ
せ
て
み
る
こ
と
は
う
が
ち
過
通
観
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
通
親
の
死
は
、
建
仁
一
一
年
十
月
一
一
十
一
日
条
に
「
内
大
臣
法
政
史
学
第
四
十
六
号
源
雅
通
通土
親御
通資ｌ雅親市鱗１通清
帯、早奎蕊弄需煎T；
通雅通通通顕顕通通具具具具通任土
持家頼成＆㈱＝ｉｌ洲童子Ｔ認
基教具定後
嵯
峨 一六
四葵去
」
と
記
載
が
あ
る
。
同
じ
第
十
一
巻
中
に
含
ま
れ
る
承
元
元
年
（
’
二
○
七
）
の
兼
実
の
死
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
兼
実
は
、
摂
政
経
験
者
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
最
後
に
つ
い
て
記
載
の
な
い
唯
一
の
人
で
あ
る
。
通
親
は
後
嵯
峨
天
皇
の
外
曽
祖
父
であるが、『百練
抄
』
の
編
纂
時
期
を
後
嵯
峨
院
政
期
と
考
え
れ
ば
、
兼
実
の
摂
政
停
止
後
の
消
息
が
無
視
さ
れ
て
い
る
の
も
う
な
ず
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
第
十
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六
・
十
七
巻
に
は
通
親
の
子
や
孫
に
関
す
る
記
事
が
多
数
み
ら
れ
る
。
宝
治
元
年
九
月
二
十
八
日
定
通
薑
、
同
二
年
正
月
十
八
日
通
光
覺
、
同
月
一
一
十
日
俊
定
出
家
、
建
長
元
年
十
一
一
月
四
日
雅
親
薑
、
同
二
年
十
一
月
二
十
四
日
通
忠
勇
、
同
三
年
三
月
四
日
具
実
出
家
、
同
七
年
四
月
十
一
一
日
顯
定
出
家、正嘉元年三月一一一日親子趣蝋出家、などである。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
十
巻
位
か
ら
第
十
七
巻
ま
で
の
編
纂
時
期
を
後
嵯
峨
院
政
期
と
考
え
る
。
後
嵯
峨
院
政
期
の
中
で
も
、
西
園
寺
実
氏
が
出
家
し
て
、
入
道
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
応
元
年
（
’
二
六
○
）
十
一
月
三
日
を
上
限
と
し
て
、
文
永
六
年
（
’
二
六
九
）
頃
ま
で
を
後
半
部
分
の
成
立時期とみたい。
一
方
、
『
百
練
抄
」
後
半
部
分
の
海
外
へ
の
言
及
の
な
さ
に
比
し
て
、
第
四
・
五
巻
で
は
年
間
記
載
日
数
の
少
な
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
一
定
し
て
そ
の
こ
と
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
’
二
七
○
年
代
以
降
は
、
海
外
の
動
向
が
京
都
に
も
不
安
を
も
た
ら
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
、
『
百
練
抄
』
前
半
部
分
は
嘉
元
二
年
（
二
一
一
○
四
）
を
下
限
と
し
て
、
こ
の
間
に
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
『
吾
妻
鏡
』
の
こ
と
で
あ
る
。
八
代
国
治
氏
は、『吾妻鏡』の編纂時期を、将軍前一一一代記は仁治一一一年（’二四
一一）七月以後、下限は文永一一年（’二六五）’’一月二十八日から同
十年（’二七一一一）五月十八日の間とされている。また、将軍後二
代記は正応一一一年（一一一九○）二月十一日から嘉元一一年（一一一一○
四
）
七
月
十
六
日
の
間
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
吾
妻
鏡
』
を
鎌
倉
幕
（旧）
府
の
編
纂
物
で
あ
る
と
位
置
類
つ
け
て
お
ら
れ
る
。
『
百
棟
抄
』
が
幕
府
と
直
接
関
係
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
『
吾
妻
鏡
』
編
纂
に
触
発
さ
『百練抄』の性格と編者について（森）
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
後
嵯
峨
院
政
期
に
一
旦
で
き
あ
が
っ
た
土
台
を
基
に
、
勧
修
寺
流
部
分
の
書
き
加
え
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
期
が
い
つ
で
あ
る
か
、
前
半
部
分
と
同
時
期
で
あ
る
か
ど
う
か
も
本
稿
で
は
考
察
で
きなかった。
も
ち
ろ
ん
、
第
十
七
巻
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
勧
修
寺
流
ｌ
そ
れ
が
吉
田
家
で
あ
れ
葉
室
家
で
あ
れ
’
の
名
前
が
多
く
登
場
す
る
の
は
、
橋
本
義
彦
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
は
中
流
貴
族
で
あ
る
彼
ら
が
ま
さ
に
実
務
家
的
官
人
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
（略）
ろ
う
。
そ
し
て
、
他
の
幸
早
で
み
た
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
記
事
は
、
す
で
に
あ
っ
た
『
百
練
抄
』
に
本
来
と
は
異
な
っ
た
主
旨
で
後
に
つ
け
加
え
ら
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
『
百
練
抄
』
が
吉
田
家
の
歴
史
を
語
る
も
の
と
は
言
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
『
百
練
抄
』
各
巻
の
奥
書
に
あ
る
金
沢
貞
顯
書
写
校
合
が
、
吉
田
定
一
房
や
万
里
小
路
三
房
の
本
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
や
、
後
の
彼
ら
の
朝
廷
、
幕
府
間
で
の
活
躍
を
考
え
あ
わ
せ
て
み
る
と
き
、
書
き
加
え
は
自
流
の
重
さ
を
示
そ
う
と
し
た
一
つ
の
手
段
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
今
後
、
『
百
練
抄
』
と
『
吾
妻
鏡
』
や
鎌
倉
幕
府
と
の
関
係
な
ど
も
あ
ら
た
め
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。ニ
ノ、
五
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表５「百練抄」日数合計表
政
史
学
第
四
十
六
号
一ハーハ
巻 代天皇 〕Ｕ 号 西暦 日数 合計 巻 代天皇 兀 号 西暦 日数 合計
４
４
４
４
４
６３冷泉
６４圓融
６５華山
６６－条
６７三条
安和元
-----2-
天禄元
２
３
天延元
２
３
貞元元
２
天元元
２
３
４
５
永観元
２
寛和元
-----2＿
永延元
２
水iii乍元
正暦元
２
３
４
５
長徳元
２
３
４
長保元
２
３
４
５
寛弘元
２
３
４
５
６
７
-----8＿
長和元
２
３
968
970
973
976
978
983
985
987
989
990
995
999
１００４
1012
１
８
４
１
６
３
ｊ＊く十
ｌ＋
６
２
６
２
１
９
５
５
４
３
－
８
９
１
１
２
１
１
１
２
１
１
１
１
１
’
一
１
１
ｌ
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
’
＋
＋
＋
０
０
９
８
５
９
７
６
３
７
５
２
７
９
９
４
７
９
３
０
５
４
７
２
６
３
４
６
－
１
１
１
１
-－９－－－
58＋２
_＿｣’-----
＿｣８３土lfL-
４
４
４
68後一条
69後朱雀
70後冷泉
４
５
寛仁元
２
３
４
治安元
２
３
万壽元
２
３
４
長元元
２
３
４
５
６
７
８
-----9-
長暦元
２
３
長久元
２
３
４
寛徳元
-－－－２－
永承元
２
３
４
５
６
７
天喜元
２
３
４
５
康平元
２
３
４
５
1０１７
1０２１
1０２４
1028
1０３７
1０４０
1046
1０５３
1０５８
ｌ＋９
５
１
２
１
－
『
－
１
－
１
２
２
１
－
十
十
一
十
十
十
十
十
十
十
十
９
５
７
３
４
４
１
２
０
３
６
４
２
４
０
３
１
３
１
４
７
５
２
９
８
９
５
３
０
９
２
６
６
７
１
５
４
６
６
５
６
９
８
９
６
５
－
１
１
１
27＋４
．__Zq士pL--
._-68士ｉＬ－－
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１１ liil…■ ３４２９７洲一 十『百練抄』の性格と編者について（森）
六
七
５
５
５
５
71後三条
７２白河
７３堀河
７４鳥羽
６
７
元
２
３
４
暦治
延久元
２
３
４
５
承保元
２
３
承暦元
２
３
４
永保元
２
３
応徳元
２
３
寛治元
２
３
４
５
６
７
嘉保元
２
永長元
承徳元
２
康和元
２
３
４
５
長治元
２
嘉承元
２
天仁元
２
天永元
２
３
1０６５
1０６９
1０７４
1０７７
1０８１
1０８４
1０８７
1０９４
1０９６
１０９７
1０９９
1１０４
1１０６
1108
lｌｌＯ
１
１
＋
＋
３
４
２
９
７
９
１
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
＋
｜
＋
＋
＋
＋
＋
＋
８
２
２
７
一
２
４
１
７
８
９
０
９
－
４
４
６
８
５
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
－
１
１
１
＋
＋
６
１
５
９
０
１
７
１
７
１
７
５
５
６
４
９
３
８
５
７
７
１
１
１
－
１
１
１
１
－
６
１
０
２
２
１
１
１
154＋８
４９＋Ｉ
１１８＋６
＿｣94士』1--
６
７
７
７
７５崇徳
７６近衛
77後白河
７８二条
元
２
３
４
５
元
２
元
２
３
４
久
永
安
、水
元
保
元
２
元
２
３
４
５
元
元
２
３
元
２
３
４
５
６
元
治
治
承
承
延
治
天
大
天
長
保
氷
元
２
元
元
２
３
４
５
６
元
２
３
元
２
治
養
安
平
寿
康
天
久
仁
久
－工２３
－兀保
元
元
元
２
治
暦
保
平
永
応
1１１３
1１１８
１１２０
1１２４
1１２６
1１３１
１１３２
1１３５
1１４１
1１４２
1１４４
１１４５
1１５１
1１５４
1156
lｌ５９
１１６０
１１６１
ｌ
ｌ
ｌ
＋
＋
＋
８
６
７
８
１
８
６
７
９
８
１
１
１
０１
１
１
１
１
３
ｌ
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
５
２
６
３
６
１
２
８
４
７
－
５
８
５
１
－
１
１
１
１
１
３
８
２
１
１
１
1０
８
６
1０
8＋I
９
７
８
２１＋１
1４
９
１０＋１
７＋２
９＋１
１４＋１
８
１２＋1
1７
１７
６
1３
130＋３
196＋９
136＋６
－－３４士-2L-－
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Ｉ 法政史学第四十
六
号
９
戸｢ｍｌｕｋｌｌ
IIL 六八|:|Ｉ ◎今月
７
８
７９六条
８０高倉
元
２
元
寛
万
長
永
元
２
３
安仁
元
２
元
２
３
４
元
２
元
２
３
応
安
元
承
嘉
承
安
治
ノ
1163
1165
1166
1１６９
1１７１
1１７５
１１７７
1６
１５
１９
１１＋１
2５
１５
２
１
１
２
１
１
３
２
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
８
２
０
８
２
７
９
３
９
６
９
５
２
２
２
２
３
２
－
３
４
２
３
Ｆ
ｊ
1０３
５１＋I
378＋１３
1３
86後坑|河
２
３
４
５
６
元
２
３
久承
元
２
元
元
２
元
２
元
２
３
元
応
仁
禄
貞
喜
永
貞
元
嘉
安
寛
貞
1２１９
1２２２
1２２４
１２２５
1２２７
１２２９
1２
２
３
２
４
０
７
７
５
５
４
３
４
４
３
１
５
２
１
ｌ
＋
＋
＋
７
１
５
６
６
２
６
１
１
１
１
１
１
３
８
－
２
９
２
２
１
454
１９３＋４
８１安徳 元元
２
和、水
養
寿 1１８１
1１８２
４３＋２
１６＋2
56＋４ 115＋８
1０ 82後鳥羽 元元
２
３
４
５
元
２
３
４
５
６
７
８
９
勝
治
久
元
文
建
1１８４
１１８５
1１９０
３
８
４
４
３
－
６
２
４
０
１
１
２
２
７
８
０
０
２
２
５
６
６
28(）
1１ 83士御門 元２
元
２
３
元
２
元
元
２
３
４
治
仁
久
永
元
正
建
元
建
承
1１９９
１２()１
1２０４
1２０６
１２０７
９
５
８
－
６
１
９
８
７
９
１
７
２
２
１
２
３
３
３
２
２
３
３
３
3６１
1２ 8/１１１頂徳 元２
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注（
１
）
太
田
次
男
・
小
林
芳
規
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
一
二
八
頁
（
勉
誠
社、一九八二年）。
（２）太田品二郎「「百練抄」か「百錬抄」か」（『（新訂贈補）国史大系
月報』二七、一九六五年）
（３）『国史大辞典』「百錬抄」の項（溢田宗氏執篭）。
（
４
）
平
田
俊
春
「
百
練
抄
前
篇
の
批
判
」
「
百
練
抄
後
篇
の
批
判
」
Ｓ
私
撰
国
史
の批判的研究』国書刊行会、一九八二年）。
（５）編緬国史大系百錬抄』凡例二頁「月の上には○、日の上には
○、是月、是春、是年、今年、近日などの上には◎を加えて」に従
い、○・○・．各一つを各々｜件として数えた。
（
６
）
平
田
俊
春
「
私
撰
国
史
の
系
譜
Ｉ
外
記
ｕ
記
を
通
し
て
Ｉ
」
（
前
掲
注
４所収）一二二七頁に全年代、とあるが万寿二年は欠けている。
（
７
）
白
河
天
皇
即
位
の
時
は
、
即
位
の
翌
々
年
に
陽
九
井
三
合
災
に
よ
る
改
元
を
行い、延久六年八月二十三日をもって承保元年とした。
（
８
）
記
事
の
区
切
り
が
特
殊
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
／■、〆~、／~、／￣、／－，
１３１２１１１０９
、－、=〆、_ノ、_〆、=〆
『百練抄』の性格と編者について（森）
■天
皇
Ｉ注（４）前掲論文一○四○頁。
『国史大辞典』「外記」の項（楠本義彦氏執筆）。
注（４）前掲論文七六六頁。
注
（
４
）
前
掲
論
文
一
○
六
八
頁
。
注
（
４
）
前
掲
論
文
九
六
七
頁
。
記
事
始
〔付記〕
本
稲
は
、
’
九
九
三
年
一
月
法
政
大
学
通
信
教
育
課
程
文
学
部
史
学
科
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
に
一
部
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
執
華
に
あ
た
っ
て
御
指
導
頂
いた中野栄夫先生、仁平義孝氏に、末筆ながら深謝の意を表したい。
（
ｕ
）
木
本
好
信
二
外
記
日
記
』
に
つ
い
て
」
（
『
米
沢
史
学
』
二
号
、
の
ち
『
平
安朝日記と逸文の研究』桜楓社、一九八七年）。
（旧）八代国治『吾妻鏡の研究』（芸林舎、一九一三年）。
（
旧
）
橋
本
義
彦
「
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
形
成
と
そ
の
性
格
」
（
『
平
安
貴
族
社
会
の
研究』吉川弘文館、一九七六年）。
一六九
1５１４１３ 巻
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